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れまでのいきさつ

の
は
、
市
災
の
み
な
さ
ま
に
た
い
へ
ん
ご

迷
認
を
お
か
け
し
て
お
号
ま
し
た
ゴ
ミ
問
題

に
つ
い
て
、
係
議
に
協
議
か
っ
仏
核
討
し
て
き

だ
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
、
現
状
、

そ
し
て

3
月間
M
H
か
ら
再
利
用
明
、
き
る
不
燃

J

ゴ

ミ

mw
一
部
を
絞
総
慨
す
る
世
間
一
線
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

3
丹
訪
日
か
ら

一
一
地
区
に
月
2
問

市
は
、

2
日月

1
日
か
ら
不
地
刷

物
・
粗
大
ゴ
ミ
の
収
疑
を
止
め

て
お
り
ま
し
た
が
、

3
R丹
波
日

か
ら
資
認
と
し
て
降
務
総
で
き

る
本
然
ゴ
ミ
円
二
部
収
総
合
絡

め
ま
し
た
。

ご
迷
潟
を
お
か
け
し
て
お
。

ま
す
プ
ミ
間
同
総
は
、
古
m
m目
的
魚

沼
に
占
隊
機
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

品
市
は
、
で
き
る
だ
け
写
〈
人
京

商
収
集
寸
き
る
よ
う
努
力
を
濃

ね
て
い
ま
す
の
で
、
今
問
闘
の
絞

集
プ
ミ
以
外
的
不
榊
刷
物
に
つ
い

ぜ
は
、
も
う
し
ば
ら
く
と
家
縫

で
然
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
、

3
月
間
川
日
か
ら
市

が
総
集
し
て
い
る
も
め
は
、
空

き
か
ん
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
圃
ム
斌
附
耕

輔
湘
・
び
ん
・
ガ
ラ
ス
鎖
的

5
縫

頭
手
、
こ
れ
は
す
べ
て
再
開
刊
綴

で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

位
指

1
g
白
(
同
月
の
劫
前
半
ザ

空
き
が
ん
・
ヲ
ン
ボ
ー
ル
「
両
足

き
か
ん
泣
水
洗
し
、
ダ
ン
ポ

i

ル
件
同
協
刊
り
た
た
ん
ぜ
く
だ
さ
い
~

金
鳥
類
〈
欽
〈
ず
綴
」

輪開
2
8
認
{
丹
市
町
後
半
〉

び
ん
・
ガ
ラ
ス
幅
蛸
べ
ぴ
ん
は
フ

タ
を
は
ず
し
、
水
淡
い
を
し
て

く
だ
き
い
J

制
札
議
す
る
口
同
怠
は
、
省
出
仙
の

も
の
だ
け
ぞ
す
。

冷
淡
鐙
・
品
部
岬
偶
然
・
自
動
車

な
ど
町
奴
大
ゴ
ミ
、
お
よ
び
‘

ぴ
ん
・
ガ
ラ
ス
鎖
的
中
に
総
務

(
淑
一
戸
務
主
ど
〉
は
含
ま
れ
ま

仏
甘
ん
町
で
、
釘
刊
誌
以
外
的
不
燃

ゴ
え
と
問
問
機
、
も
う
し
ば
ら
く

探
管
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ロ
デ

1
J眠
鱒
の
空
」
の

オ
ル
ゴ
ー
ル
車
で
収
集

収
録
的
方
法
は
、
以
納
期
と
附
同

じ
よ
う
に
…
織
広
に
H
け

2
間出と

し
、
月
の

J

前
半
〈
上
誌
の
終
1

日
日
)
と
後
半
(
上
即
時
的
措
前
2

g
悶同
L

に
分
け
て
行
な
い
ま
す
羽

今
関
か
ら
オ
ル
ゴ

i
ル富一・が

従
来
と
悶
と
よ
う
に
、
備
制
緩
場

所
を
間
関
り
ま
す
の
で
、
オ
井
ぴ

i
ん
(
叫
拭
掛
町
内
空
白
メ

ω
ヂ

i
)

マ今T9

が
鳴
り
ま
し
た
ら
、
“
い
磁
国
間
で

も
姦
刊
誌
本
経
的
方
が
、
直
怯
慨
オ

ル
ゴ
ー
ル
率
ま
で
‘
お
持
ち
〈

だ
さ
い
。

-
闘
に
日
間
じ
場
所
を
午
前
と

午
後
的

2
緩
ま
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
水
鉛
〈
だ
さ
い
勾

た
だ
し
、
土
綴
日
は
午
前
中

の
1
日
間
だ
け
で
す
。

品
目
制
加
に
分
け
て

お
出
し
下
さ
い

設
き
か
ん
・
ダ
ン
ポ

i
ル‘

金
出
納
付
開
‘
び
ん
μ

M

H

ラ
ス
何
矧
を

お
出
し
に
な
る
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
分
け
て
い
た
だ
与
ま
す

め
で
、
よ
ろ
し
く
お
酬
明
い
い
た

し
ま
す

E

中
巾
は
、
一
丹
羽
燃
で
き
る
も
め

に
つ
い
て
、
今
後
波
加
し
て
申

く
予
定
で
寸
。

可
船
出
と
な
っ
し
だ
い
広
綴
で

お
紛
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

自
治
会
な
ど
へ
閥
覧

市
は
、
附
町
会
・
続
的
会
・
阪

の
後
様
、
衛
門
利
用
で
一
然
、
る
不

燃
ゴ
ミ
め
一
部
抑
制
帆
楽
に
つ
い

て
的
お
知
ら
せ
を
司
機
関
M

い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
闘
い

い
た
し
ま
す
e
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久号争2革、立k木久ミ宇都爵')巨部、きず減、下奪取台、

布{主主荘、様、ギ首位下、葬者木成会主

中毒争下、$!li、初 B、新*(務総除()

7了EI

同
市
…
日
に
肉
ヒ
鴻
所
を
2
絞
ま
わ
り
ま
す
。
時
開
聞
は
い
ず
れ
の

誌
も
午
甜
前
9
叫
吋
j
U
持
、
午
後
1
待
問
州
分
1
3時吋
m
四
分
ま
で

(
士
総
"
は
午
ム
間
中
の
み
)

波
紋
集
R
が
休
刊
口
に
返
っ
た
場
合
同
M

‘
瑚
瓦
口
M

開
帆
蜘
飛
と
な
号
ま
す
。

手五‘箇 1・2、謀長木久寺繁i謹1)商吉弘ときわ 1・2

1 ・2、本町1・2 量 3、車並1・2、苦若松

発 1・2、会主{いずみ含か)、長率聖子UJ

昭和50禁容 5月 初鵠:ì~r潟泌がミ土壌立地は， 重量縞の望書い

だけて二獲量状がタ宇都から~~ぇ，ハエや議臭も発長三1...，

管理対吉見庁もなく不絞殺磯町村警告よニも不織なニとと，

年末には帯主地hfIi持終日なる免i識しから.*¥品.000万問

にのぼる改i鮎t~ft]二三鮮を苦tt隠し議しむ 日本習を金

は政府倹入資金として 6汚 1日から捻e源地約問、000

rr(を食費{脅し，事長総工事・7j年塀および管理司区務所

激震毒事査会内務とするおi主役入を参謀をi説じて。自主に串

1...入れました。)

11月綴匂:改i量お;張草食JfH詩人会{忽f資)決定的内示が

ありました。

11月 28箆:市援措域立泌総7古ミ免罪q約自治会長沼を草寺終

し，従当訟の峨玉工絡を一主主?る改造主主;JU::患維持絞

憲章丹e/{著書および公準善指止詰十在璽にウいて説明しを 3憲治

凶治会的協力をお願いしま tたa

12月 8日:浅間約自治会的常会が行なわれる子定でし

た がe 参加者が告ないことが子怒きれためで.市n脅
務管理翌務当哉Eまが!関1mに協力をお際1いしました。

121'1158 : ì主際紛自治会主迭はヒ持 201~主的署名をそえ

たコミ媛地tj;世主主正対的際情燃が京告に十義社1~きれまし

むゐ (ゆハ J込町発生が多い砂主主汚染米的機源となり

単作農雪誌にとっては 91:i8泌総である o Off'ス IJ'減量三

し事荘内側伏によるお主径が3与し突然が拡げしし差益

作業に支持者をきたす。 … h などの詩軽減が11きされま i

た。) ) 

1月 131'1:市議会社会碑I主主常任後長約市内燃係機致死

是非が行なわ札， ゴミ綴立織に]):l>苦手った際奄浅間前

段治会後ほか[主主主代表に五日えら札， :;;:t"・ミ然立地紋対

的完投f合同!fi王え句れ2ましたe

1丹時潟 市長件公立、議事て九回(1堂書i三女せする商事幸とし

て，可まめつ行量トとして的経玉工域事Ij)碍についての協力を

浅f銭高11'政治会長にお緩む‘ Lました。

{限後に対して.市は，ハエ・惑義務止のために，

華麗 :1: に事・コノクリート線網滋;誌に管理草寺峯~事'"'の義宣告堂e

汚泌米対策としで.専門家に草署殺を依頼してー対裁

を講じるe 差是緋対策として，委設j倒的にカドミiJllJ脅さぞ

行ない，関車重がさ長じた場合はi説明な銚量霊会議ヒるこ

とを回答しま Lた。}

1月間E至。浅間約自治会務より 2Il 1日から，祭主立2事

事'I)jj中止についての善要望議事が市に然出きれました。

{主主こがミ捻鴻J削除:1二事仁総合す反対すもまミ投棄

は， 1 1131闘をもフて中止する挙。むエプミの!1J会務

理主1...，丑邑弘治的演まニヨニ事告行なうこと②銭地t圭，
れ.~m努n守からゴミカ吋合られないようにすること。こ

れら円襲警寝室が出されました@

1月251五:浅間約自治会的常会が務かれ，市i明から絞

殺・市議会総長崎社長会衛ゑ常tド蒔民主蚤・関係織ヲじ議

員・そ的f也市葬竜王司 iJ'l泌総して奄 ごプミ1'1¥五Vll!!詰1題 に つ

いてf品主義し，二次のこと令 E;IL合わせました。

α)2 Ji 1 Sから、当分的問， ，発f海面iJ::1ミ翠乱立地を幸'J

}fjしないこ e.o

@淡:慌の総立書官分について， ゴミを繋理壊し， 覆ニ土工

事を放がただらに行なうこと。

(11l26Elから 2)j23 El主て1 荷量却務緩および綴土

工芸評が行なわれ， 2月248'ニヨ二楽的完了検空誌がされ

ま1...1"0 ;<た，市はコミ対策本部を霊童霊堂し， 21ヲ1

羽から不燃島強大ゴさのI!;<~耗を幾分的続中止する草鼻

持政級金発行し。ミ機玉):)志向24時!I善意主税，不淡投

運転防止問後r.喜パトロール専を演会議していますu この

2境問も，市 i主接持続俊民どの話し合いがウワげられ

;t lたω

2fl17S:市議 会社 会i軒主主常任務員会協議吾妻が葬司{瞳 d

れミ問題について話し合われました。

2fl21a:市葺訟は， 自治会長沼を務接持し， ゴミ塚治;熔

事'JF謡界閣について青葉し合いました。

2月23S: r告は宅資i昭として了再fiJF容で怒る不燃ごプミの

一昔日収ま起について主主主義を{枯し

2月241'1:前は，検首寸していた干専務用で怒る不燃ブミ

め叩膏事~主主義を後家主1...， 3 )j15日から語尾橋するむ均的

構織を始時1...町。

2湾 271'1:市後 I~. !3 i合会i星合会f史認と音舌し会いぜを行

t..t ~ ¥. ゴミ的少量化・公終妨ゑとあわせて，華民理主専

寺社j用 fちを闘がJとした不然ごプミ…議事磁波についての市

内鈴簡についてf品カを篠宮膏1...，ア准ii':1等ましたゐ

集i況
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我
孫
子
中
市
蔵
姉
会
的
ご
好
意

で
、
日
開
噸
‘
終
nn
で
も
お
経
者

さ
ん
に
み
て
も
ら
え
ま
す
。

し
か
し
‘
こ
の
制
度
は
、

uu

岬
ア
休
刊
口
仁
急
務
に
な
ら
れ
た

ガ
を
絵
師
市
す
る
も
の
で
、
以
前

か
ら
間
会
w
が
惑
い
的
を
放
還
し

て
い
た
と
か
、
仕
事
や
学
校
が

休
み
だ
か
ら
と
い
っ
た
割
告
白
に

よ
る
方
を
際
的
敵
す
る
も
の
ぞ
は

品
り
ま
せ
ん
。

世
出
口
氏
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ

の
交
を
ど
忍
担
肝
ね
が
い
「
疫
機

・
休
自
当
惑
附
開
制
制
度
い
を
宥
効

に
ご
却
特
附
捌
く
だ
き
い
。

日
出
明
か
ら
紬
時
附
原
崎
冨
揃
曜
に

心
が
け
よ
う

A
同
ww

①
診
療
線
開
聞
は
、
午
前

9
袴
か

ら
午
後
5
絡
ま
で

②
一
卦
融
機
昨
吋
簿
外
的
織
部
品
唱
さ
ん
は
、

品
概
急
線
院
を
ど
甜
刊
周
〈
だ
き

ゐ
〈
救
急
蹴
前
脚
慨
は
我
孫
子
中
央

病
淡
・
小
書
拘
間
際
・
ア
ピ
コ

外
科
で
す
〉

ぬ
官
受
軌
跡
的
臨
時
は
、
必
ず
保
険
抑
制

を
ご
持
参
下
さ
い
。

〈
出
陣
険
涯
を
持
品
物
き
れ
な
い

と
自
費
後
即
時
に
な
。
ま
す
)

出
即
日
開
明
'
休
司
幾
議
開
直
凶
陣
、
仲
間

抗
野
い
た
し
ま
せ
ん
u

③
専
門
以
外
的
総
数
さ
ん
の
鈴

燦
に
は
、
山
地
じ
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
れ
ワ
ま
す
也
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鞠

i
'持
YJ司

d
L明

機

為

事

栴側
一
け
ロ
ー
タ
リ
ー

附

粥

ク

ラ

ブ

栴鞠
叫
偶
然
子
ロ
i
タ
ワ
1
7
ラ
ブ

嶋
は
省
H
人
間
的
療
機
H
を
淡
い

柑
求
め
る
集
間
同
句
集
:
:
と
議
、
?
と
い

蜘
か
め
し
い
方
々
を
怒
像
令
す
る
か

酬
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
‘

吋
市
内
の
世
間
務
的
丘
四
怖
さ
ん
、
お

側
佳
品
鳴
き
ん
な
ど
‘
自
分
的
向
制
緩

駒
を
浴
し
て
、
少
し
で
も
人
々
の

綱
役
に
立
て
ば
と
γ

活
動
し
て
い
る

糊
ク
ラ

γ
で七

栴
社
会
務
伎
を
え
ロ
i
庁
ン
に

揃

ω名
の
ム
官
民
が
吋
他
殺
を
拍
続
出
り
て

榊
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
札
自
分
的

鞠
校
事
者
持
っ
て
い
る
た
め
に
も

問
わ
ず
か
な
蓄
を
利
局
し
て
飛

鞠。楠

詩
・
初
日
午
前
9
脇

町

か

ら

へ

ん

犯

で

す

。

時

凶
刊
に
な
時
次
第
締
切
り
ま
宇
1
v

な
お
、
木
彫
議
波
紋
当
隊
約
榊

肯
由
申
込
務
所
我
孫
子
市
中
央
刀
の
総
入
が
あ
り
ま
す
。
蜘

公
開
問
的
附
(
殺
判
怜
子
市
相
判
九
一
十
誠
各
議
織
と
も
、
お
子
様
づ
れ
物

料
判
間
後
」
れ
で
の
受
地
酬
は
ご
淡
噛
眼
下
さ
い
。
州

受
議
料
は
、
一
都
渋
己
負
担
、
中
央
公
国
内
線
(
的
制
)
6
5
1
8
糊

こ

こ

は

こ

う

よ

と

楽

し

い

一

日

露

一

塁

蒙

)

教

材

費

な

ど

は

、

各

自

の

話

一

%

z
g主
主
事
事

z
z
e事
a'毒
事
室
率
宿
舎
が
君
祭
主
会
参
集
g
k禁
事
事
事
ゑ
亨
匁
参
事
主
務
事
事

2
8暴
想
実

AZE英
会
会
事
会
g
き
や
撃
事
長
患
套
量
写
若
手
事
手
軍
事
事
。
主
宰
毒
事
気
お
金

f
漆
@
毒
粂
6
0

警
警
警

a

，

日開
M
L
か
と
い
う
名
認
で
す
ま
る
と
少
し
議
〈
問
問
的
型
破
な
ど
奴
婚
に
は
執
制
緩
や
、
き
ま
せ
ん
の

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
3
お
ば
し
も
あ
り
ま
す
。
小
学
校
務
学
年
こ
札
か
ら
持
、
8
年
が
ら
9
浮

か
は
、
終
答
そ
め
も
の
で
は
あ
か
ら
中
学
生
、
陶
校
生
と
い
う
ご
と
の
流
行
に
筒
、
え
て
姦
校
生
…

う

ま

せ

ん

a

年

代

が

か

か

う

や

す

い

待

燃

で

や

思

春

綴

後

期

的

女

性

が

機

種

1

1

2

縫

域

内

3

詩

ば

し

か

す

。

す

る

ニ

と

が

撃

ま

れ

ま

す

。

H
H
、
H
~
い
た
い
が
突
発
後
発
疹
む
先
天
候
問
地
応
己
批
後
滋

、
に
い
う
術
祭
で
す
@
妊
娠
何
閉
鎖
仁
風
防
水
に
か
か
る

。
阿
川
銭
円
液
状
在
、
内
市
内
除
、
心
開
叫
什
抑
制
点
、
総

融
関
が
少
し
出
て
、
そ
れ
と
一
線
な
ど
3
つ
拘
禁
常
を
持
っ
た

絡
に
発
政
情
が
顔
に
あ
ら
わ
れ
、
先
天
異
常
一
%
が
ゑ
ま
れ
る
術
学
が

舎
一
身
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
島
り
、
風
惨
と
い
う
抑
怖
い
母
乳
が
燃

は
し
か
よ
り
も
綴
か
い
発
疹
で
同
国
に
さ
れ
て
い
ま
す
a

ピ
ン
ク
が
か
っ
た
赤
い
発
崎
市
が
む
妊
鐙
と
ワ
ク
チ
ン

山
山
て
、
北
同
晴
樹
は
3
日
〈
ら
い
で
話
本
市
内
地
の
8
倒
的
々
な
爆
は

消
え
て
し
ま
う
。
大
人
が
か
か
安
心
で
す
。
生
ワ
ク
を
め
で
、

(3) 

4
月
は
、
入
学
・
滋
時
十
と
新
し
い
生
協
へ

の
ス
タ
ー
ト
の
持
で
十
'u

毎
日
の
く
ら
し
に
一
つ
め
ポ
イ
ン
ト
を
与

え
、
潟
い
の
あ
る
生
〕
衡
を
形
づ
く
る
た
め
に

も
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
濃
路
↑
を
勉
強
し
て

は
い
か
が
マ
し
ょ
、
7
か。

今
ま
で
、
勉
強
し
た
い
、
淡
い
た
い
と
忍

い
な
が
ら
、
機
会
を
つ
か
め
ず
ち
ゅ
う
ち
ょ

内
し
て
い
た
方
、
各
線
墜
の
先
余

一
し
て
い
ま
す
。

一
公
民
総
務
綴
で
、
充
爽
し
た

一
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
を
問
見
つ

51. 3. 16 
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表芸 1;1'と
3返し
3寄か

公
叫
ん
付
開
講
療
の

4
丹
念
を
募

察
し
ま
f
め
で
、

rし
ど
し
応

募
し
て
下
さ
い
。

決
申
込
方
法
阪
械
端
本
人
が
印

緩
を
お
待
ち
の
フ
え
公
民
総

仁
助
申
込
ん
で
下
さ
い
。
(
1

人
1
議
恋
し
か
受
講
で
き
ま

廿
ん
J

ム
質
事
込
附
両
日
3
月
刊
同
母

'n

そ
一公民館講鹿4丹生募集一

どうもた

び
M

闘

っ

て

い

ま

す

。

問

緩

和

4
・
5
年
機
内
問
符
孫

ロ
!
タ
リ
i
p
ラ
ア
同
体
、
向
子
的
協
椀
蹴
怖
を
枇
背
い
て
み
る
こ
と

令
ま
で
に
、
交
激
安
全
を
綴
仰
に
し
た
。
そ
の
域
内
総
係
予
は

っ
て
市
内
的
道
路
に
機
識
を
附
終
識
を
、
混
と
し
た
持
数

2
0
4

設
援

L
た
号
、
答
申
常
設
や
入
問
人
口
5
3
5
5
、
低
い
成

(
U

体
模
索
抑
制
車
問
直
、
新
設
校
へ
叩
さ
し
)
に
煤
け
た
淳
子
、
中
山
威

内
約
書
品
質
的
寄
付
、
パ
1
ナ
吋
な
お
府
、
中
二
階
的
旅
館
者
ど

i
ド
・
リ
}
チ
災
内
総
念
出
陣
町
立
九
並
ぶ
、
ど
こ
か
ま
だ
綴
議

の
臨
時
料
院
、
毎
月
1
開
闘
の
海
国
片
山
践
が
残
っ
て
い
る
お
波
み
で
あ

然
科
法
博
樹
相
談
窓
的
機
杭
前
九
い
時
間
っ
た
。
町
役
場
は
議
設
セ
ン
タ

同
月
務
1
金
服
役
・
午
学
ぬ
叩
判
例
i
入
口
町
小
高
い
と
こ
ろ
に
…
品

分
か
ら
・
場
一
附
;
・
千
築
制
瓶
一
村
山
薄
氷
波
支
家
後
で
時
昨
今
的
小
学

殺
孫
子
中
丸
山
田
2
際
〉
な
ど
仙
川
同
校
と
井
組
ん
で
い
た
e

昨
時
な
仕
事
告
行
な
っ
て
き
ま
州
上
野
か
ら
1
時
吋
附
向
日
刊
分
で
翁

し

た

毛

叩

く

駅

淡

か

ら

水

戸

街

滋

ま

で

の

今
年
絞
は
、
日
叫
削
均
年
記
念
吋
桜
並
ふ
小
川
弘
町
内
商
品
開
町
一
つ
で
、

と
し
て
、
ァ
会
異
的
発
案
で
叫
絡
年
花
町
燃
は
由
民
術
祭
が
機
き

隠
努
巡
磁
を
呼
び
か
け
ま
し
仰
れ
て
子
供
綾
を
喜
ば
せ
て
〈
れ

た
。
こ
れ
は
、
い
ら
な
く
な
叩
た
。
祭
賞
箔
的
験
禁
川
M
m
悶
季
折

っ
た
本
を
寄
付
し
て
い
た
が
~
閑
々
の
田
偶
然
世
田
見
せ
て
い
た
。
拳

き
、
各
学
校
や
公
民
絞
に
寄
町
内
鴻
(
か
い
っ
ぷ
り
〉
の
、
ヲ
ご

燃
す
る
も
の
で
す
。
1
白

o
w
き
や
一
義
的
雨
昨
日
水
機
(
く
い

の

ν
時
ほ
ど
の
よ
本
が
綴
ま
り
、

そ
内
一
庶
務
に
会
員
も
お
ど
ろ
酬
¥
1
i
l
B
i
l
a
t
-
-
i
j
j

い
て
い
ま
す
。
役
会
懲
役
と
附
(
告
の
持
U

明
日
己
品
定
細
川
町
ス
W

8
7一
一
言
畿
が
、
や
っ
と
実
践
叩
f
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i

に
い
か
せ
た
的
で
は
と
、
会
叩

買
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
す
ま
明

す

窓

欲

充

分

で

す

。

町

宮

f

I

t

-

-

!

i

l

l

川
?
"
院
は
何
時
間
げ
1
'
J
H
H封
勝

TJ

Z

附
持
品
開
引
京
す
品

a
p輔
E
B
H
n
u
v

持
持
縮
問
問
工
我
藤
子
関
①
』

雄
一
票
一
陀
品
川
町
前
バ

問
問
一
制
約
H
山
併
問
問
問
…
な
〉
も
柏
鳴
き
齢
酎
(
ば
ん
」
も
歩

H
M
V
貯
町
仰
を
向
…
き
一
牢
…
切
〈
よ
し
き
り
〉
主
主
主

織
的
問
主
引
相
官
総
数
駅
附
秋
的
荻
開
問
的
々
々
セ
イ
の
畿
や

議

伽

鰍

輔

…

冬

内

藤

、

警

史

上

再

建

1

1

開

掛

川

舟

や

漁

の

竹

終

(

た

け

か

ご

〉

削
的
所
々
的
竿
な
yw
一
同
情
的
絵
で

1
2『
l
t
t
i
t
i
i
s
z
a
叫
あ
っ
た
e

湖
畔
の
お
抱
一
術
的

4
惨
害
総
い
が
り
し
ま
ち
ゃ
ん
{
笠
保
育
盤
)
剛
一
-

丘
や
持
刊
に
泰
は
わ
ら
び
変
は
鵬
制

問
首
会
秋
川
凶
初
鳴
、
し
め
ヒ
な
ど

叫
狩
る
λ
的
姿
も
見
え
た
。

。
援
を
う
ち
稲
を
州
内
り
ほ
1
L

商
用
者
と
り
乎
質
的
泌
べ
ば

吋
秋
ふ
け
に
狩
り

問

中

山

削

除

問
潟
い
い
は
由
民
ポ
ー
ト
隅
院
が
出
来

削
て
1
待
問
問
鈎
銭
イ
内
問
山
同
に
議
約

問
幾
開
削
(
点
滅
的
人
は
時
閣
議
調
と

附
呼
ぶ
〉
と
文
化
品
刊
が
あ
っ
た
e

山
議
道
的
議
仙
明
治
五
都
剛
氏
向
後
営

叫
す
る
藤
間
闘
で
聞
出
港
a
機
々
内
野
菜

叫
は
縦
自
車
に
積
み
浴
さ
れ
て
附
削

除
市
川
町
緩
耐
討
を
や
托
し
て
い
た
@
文

ル
山
村
刊
は
竹
沢
と
い
う
東
京
の
人

が
松
林
を
切
閥
聞
い
て
お
め
瓦
の
滋

代
約
家
臨
脱
群
総
て
た
の
を
こ
う

呼
ん
で
い
た
。
そ
的
隣
り
が
醐
判

関
商
錦
子
が
時
々
見
え
た
峡
細
則
織

影
所
が
あ
っ
た
が
間
間
も
な
く
つ

H
刷
れ
て
し
ま
っ
た
.
問
問
じ
民
的

世
嗣
畿
に
東
洋
桜
殖
銀
行
総
綾
浅

間
吊
舜
泌
氏
内
紛
荘
が
あ
っ
た
が

今
は
立
派
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
。
議
総
き
ん
と
共
に

開
制
緩
の
草
分
け
町
一
人
で
あ
る
。

淡
に
滋
ず
る
叫
鳴
を
瞬
間
て
た
天
持

山
に
嘉
総
氏
的
別
殺
が
島
る
α

そ
的
隣
り
に
民
芸
内
線
祭
悦
や

パ
i
'
T
i
ド
'
リ
i
チ
が
去
っ

た
後
、
綴
滅
的
ハ
授
は
品
開
築
総
令

制
静
授
が
仲
間
ん
で
い
た
。
よ
く
紙

北
(
の
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
者
眺
め
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
約
書
ん

の
名
付
け
た
、
一
一
…
制
問
花
ι

は
近

代
同
問
な
建
物
い
い
建
て
か
え
ら
れ

た
が
磁
の
3
本
的
機
的
老
備
制
は

元
気
合
-
山
安
全
党
せ
て
い
る
。
お

お
の
爽
撲
が
ゑ
芥
滋
学
的
の
住

総
で
初
出
的
時
的
的
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
。観

後
山
に
制
利
口
日
新
照
的
杉
村

幾
人
日
脇
氏
的
吋
内
問
機
裁
い
が
為

る
@
こ
こ
は
塾
協
別
的
郊
外
ヴ
ァ

i
ゾ
ン
内
山
か
ら
見
お
ろ
す
ポ

ト
マ
ッ
ク
合
流
れ
に
仲
間
徐
だ
と

ほ
め
た
人
が
あ
る
と
こ
る
ど
。

務
人
巡
公
開
闘
が
そ
の
一
部
で
あ

る
。
阪
市
門
に
築
学
談
嗣
開
界
的
元

名
磁
本
山
肌
魚
崎
需
が
綴
繍
な
コ
ヴ

テ
l
ジ
を
携
え
て
い
た
後
街
一
角

で
内
問
絞
め
あ
ご
ひ
げ
に
ス
テ
ッ

キ
、
内
向
足
袋
、
下
数
機
器
姿
で

の
欽
歩
し
て
い
る
め
を
見
か
け

た
む
八
市
内
本
町
小
併
問
時
材
夫

記
次
開
閉
へ
つ
づ
〈
中
市
市
民
間
鴨

宰
ん
塗
)
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(4) 

1
f
 

木の生麓
d
Z
1
 

婚相
8
間
四
、
議
殺
の
本
」
の
抽
間

百点在
3
m月
間
品
目
(
詩
〉
に
中
市
市
内

》コ7
均
一
昨
で
行
な
い
ま
す
e

ご
山
付
申
唱
の
庭
か
叫
純
然
的
丘
に

瞬
る
く
元
気
に

青

ニ

と

を

舗

"'J 

て

Mm
え
て
干
さ
い
。

wv
数
議
高
官

間
引
杉
山
川
得
意
H
月
1
日
か
ら

w
m
初
日
年
2
月
間
四
日
め
附
に

生
ま
れ
た
お
む
ぺ
ん
。

w
v
g
は吋

3
同月間同
H
一日
M

}

午
総
事

務
か
ら
今
後
3
待。

wv
場
所

市
役
一
時
汁
ぃ
出
玄
州
問
・
だ
v
k

山
門
制
机
一
行
政
誠
一
総
後
手
湖
北
支

所
・
湖
北
内
支
所
曹
ト
叩
件
陀
心
T
A

寸
前
・
我
誠
一
シ
閥
抗
行
政
連
絡
所
・

始
脱
水
妓
商
品
所
。

V
木
の
鞘
械
類

ふ
八
実
開
制
け
ワ
〉
ブ

北
川
カ

f
ト
?

へ
心
市
民
課
〉

不
用
品
の

交
換
を
し
ま
し
ょ
う

へFから

‘
長
引
く
不
況
に
対
し
て
、
線
開

さ
ん
も
不
姿
不
急
的
効
を
災
わ

な
い
よ
う
に
し
た
り

h

使
い
総

て
ふ
が
い
な
〈
し
節
約
す
る
と
い
っ

た
自
ら
時
間
絡
を
し
て
い
る
と
添

い
ま
す

2

そ
の
た
め
柵
押
入
れ
、
仇
情
胤
鳳
の

や
に
当
一
期
抑
制
緩
で
な
い
も
の
が

ね
か
ゥ
て
い
る
と
い
、
つ
こ
と
誌

な
い
で
し
ょ
う
か

E

市
で
は
、
ニ
的
不
用
用
品
交
換

の
あ
っ
せ
ん
を
行
な
、
つ
こ
と
に

主
り
ま
し
た
。

附
帆
叫
拭
う
物
は
、
欧
米
附
服
従
気
製

品
、
家
然
、
由
同
転
車
、
明
科
胤
時
引
車

な
ど
あ
ら
駆
る
品
物
を
対
象
に

し
て
、
中
市
民
的
皆
さ
ん
め
れ
拘
没

に
少
し
で
も
た
て
ば
と
賄
っ
て

い
ま
す
。

方
法
川
伸
、
不
必
要
な
体
側
、
欲

し
い
物
を
掛
眠
時
間
令
市
附
役
所
蕊
ヱ

議
へ
ど
議
終
下
さ
い
。

市
で
、
ち
ょ
う
ど
食
い
人
に

あ
っ
せ
ん
い
た
し
ま
す
の

伎
俳
は
な
ど
的
一
期
で
折
リ
会
え

ば
制
開
討
一
で
取
り
引
き
し
て
下
さ

い

。

〔

市

開

ぷ

州

側

」

衡
癌
主
の
憶
さ
ん

パ
ッ
ク
包
装
は

や
め
恋
し
よ
う

ピ
ユ

e

ル
プ
ラ
又
チ
ッ
ク
・

後
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
は
#
私
た

ち
の
佐
治
に
す
っ
か
り
怒
殺
し

た
も
内
に
な
り
、
食
品
を
中
心

‘
と
し
た
パ
ッ

7
勺
防
災
ゃ
家
庭
電

気
製
品
円
筒
作
り
と
ん
仏
〈
絞
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
般
利
な
も
の

も
筏
っ
た
後
的
廃
棄
同
地
取
と
を

る
と
山
特
効
な
方
片
側
が
な
く
、
得

利
用
も
際
線
で
す
。

そ
め
た
め
、
ブ
ミ
と
な
っ
て

絞
依
惜
し
て
も
後
郊
で
き
な
い
の

で
線
引
札
燃
に
使
わ
れ
て
い
た
め

で
す
が
、
実
際
M
M
得
税
物
と
…

絡
に
お
M

怒
れ
る
た
め
淡
路
場
内

い
伊
丹
議
み
が
激
し
く
な
づ
て
い

る
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
潟
市
内

で
出
向
売
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
に
h

抑
制
明
い
し
た
い
こ
と
は
、

お
新
聞
な
ど
告
判
別
し
て
、
で

き
る
だ
け
純
国
中
な
総
淡
で
済
ま

せ
、
ピ
ニ
ル
糸
町

b
内
は
佼

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
愚

た
い
と
い
う
こ
と
明
、
す
ロ

向
山
凶
め

H
に
と
っ
と
、
パ
J

ク
締
め
仁
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